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岡山県立青少年農林文化センター三徳園の沿革と現状 

                                         

 岡山市竹原出身で第一生命保険相互会社の創始者である矢野恒太氏が、郷土の若い農

業の担い手を養成するため、昭和９年に「三徳塾」を創設し、昭和１４年に岡山県に寄付

したものである。 

  県では、青年農業者の育成機関として、約３０年の長きにわたり利用してきたが、昭

和４３年、県立農業大学校の新設に伴い「三徳塾」を廃止し、「岡山県立青少年農林文化

センター三徳園」と改称した。 

 

【  沿 革  】 

 昭和 ８年 ３月 矢野恒太氏が農村中堅青年養成の目的で財団法人「三徳教育会」           

を設立 

 昭和 ８年 ８月 矢野恒太氏所有の土地を（財）三徳教育会へ寄付 

 昭和  ９年 ４月 上道郡角山村竹原に中堅農民錬成機関として「三徳塾」を創立 

 昭和１４年 ３月 矢野恒太氏が「三徳塾」の土地・施設一切を岡山県に寄付し、 

          県営に移管（三徳教育会を解散し寄付） 

 昭和１４年 ４月 岡山県立青年学校教員養成所を高松農学校から移動併設 

  昭和１６年 ４月 岡山県立農民道場「三徳塾」と改称 

 昭和２１年 ６月  岡山県開拓増産修練農場「三徳塾」と改称 

 昭和２５年 ４月 岡山県立農業研修所「三徳塾」に改称し、中堅農民養成機関とし

て再出発 

  昭和２５年 ８月  同窓会組織として「三徳塾同窓恒親会」が発足 

 昭和２９年 ４月 矢野恒太翁顕彰碑建設  

          （財）矢野恒太記念会が、岡山県内の優秀な農村青年を表彰する 

          三徳賞（三徳塾卒業生）及び矢野賞（一般農村青年）を制定し、           

表彰開始 

  昭和３０年１２月 三徳賞、矢野賞の受賞者をもって「恒心会」を結成 

 昭和３８年１２月 岡山県農村青年研修館（農業研修館）を新築（併設） 

 昭和３９年 ４月 岡山県立三徳農業研修所と改称 

 昭和４０年 ４月 矢野恒太翁の生誕100年を記念して、（財）矢野恒太記念会が          

矢野記念講堂を建設し、岡山県に寄付 

 昭和４０年 ４月 岡山県農業講習所の上道園芸分場を併設 

 昭和４３年 ３月 岡山県立農業大学校の設置に伴い、三徳農業研修所を廃止 

  昭和４３年 ４月 岡山県立青少年農林文化センター三徳園と改称 

  昭和４６年１１月 明治100年記念事業として、高松農業学校本館（明治35年築）                         

を移築し、農業展示館（本館）を開館 

  昭和５８年１０月 三徳園の管理運営を「岡山県農林漁業担い手育成財団」へ委託 

 平成１７年 ３月 卒業生や県関係者等からの寄附をもって「矢野館」を改装 

 平成１８年 ４月 三徳園の管理運営が「指定管理者制度」に移行 

 平成１９年 ６月 三徳塾同窓恒親会が「矢野館」を岡山県に寄附 



 

 

 平成３０年 ４月 農業の担い手を育成するための拠点施設として整備しリニューア

ルオープン。 

※農業展示館（本館）を研修交流館に建て替え。農業研修館を廃

館。研修農場の整備。 

 

【  現 状  】 

農業の担い手を育成するための拠点施設として研修交流館と研修農場を整備し、就

農希望者の就農相談や研修の場として活用されている。 

また、農山村の伝統と文化的な遺産を保存・展示するとともに、郷土樹木園や薬草

薬木園など、都市の住民が農業・農村、農作物等を理解するための施設を有し、レクリ

エーションや交歓などの集いの場として、多くの県民に利用されている。 

  



 

 

岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例 
昭和四十三年三月三十日 

岡山県条例第十二号 
岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例をここに公布する。 

岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例 
（目的及び設置） 

第一条 農山村の伝統と文化を保存するとともに、そのすぐれた環境のなかにおける集
団生活を通じて青少年の健全な育成を図り、本県産業の振興に寄与するため、岡山県
立青少年農林文化センター三徳園（以下「三徳園」という。）を岡山市に設置する。 

（昭四六条例二九・一部改正） 
（開園時間及び休園日） 

第二条 三徳園の開園時間及び休園日は、規則で定める。 
（平一七条例六三・全改） 

（指定管理者による管理） 
第三条 三徳園の管理は、第十二条第一項の規定により知事が指定するもの（以下「指
定管理者」という。）に行わせるものとする。 

（平一七条例六三・全改） 
（指定管理者が行う業務） 

第四条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 
一 三徳園の施設及び設備（以下「施設等」という。）の利用等の許可に関すること。 
二 施設等の維持管理に関すること。 
三 前二号に掲げるもののほか、三徳園の運営に関すること。 

（平一七条例六三・全改、平三〇条例一九・一部改正） 
（利用等の許可） 

第五条 三徳園において次に掲げる行為をしようとする者は、規則で定めるところによ
り、指定管理者の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとす
るときも、同様とする。 
一 別表の一又は二に掲げる施設等の利用 
二 物品の販売及びこれに類する行為 
三 その他指定管理者が知事の承認を受けて定める行為 

２ 指定管理者は、前項に規定する行為が集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行
うことを助長するおそれがある団体の利益になると認められるときは、同項の許可を
与えないことができる。 

３ 指定管理者は、三徳園の管理上必要な範囲内で第一項の許可に条件を付することが
できる。 

（平一七条例六三・追加、平二二条例五七・平三〇条例一九・一部改正） 
（利用の禁止又は制限） 

第六条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、三徳園の利用を拒
むことができる。 
一 公共の秩序を乱し、又は善良の風俗を害するおそれのある者 
二 施設等を損傷するおそれのある者 
三 その他三徳園の管理上支障があると認める者 

２ 指定管理者は、三徳園の損壊その他の理由によりその利用が危険であると認められ
る場合又は三徳園に関する工事のためやむを得ないと認められる場合においては、三
徳園を整備し、又は三徳園を利用する者の危険を防止するため、区域を定めて、三徳
園の利用を禁止し、又は制限することができる。 

（平一七条例六三・追加） 
（許可の取消し等） 

第七条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、第五条第一項の許
可を取り消し、若しくはその条件を変更し、又は行為の中止、原状回復若しくは三徳
園からの退去を命ずることができる。 
一 この条例若しくはこの条例に基づく規則又はこれらの規定に基づく処分に違反し



 

 

ている者 
二 偽りその他不正な手段により第五条第一項の許可を受けた者 
三 第五条第三項の条件に違反している者 

２ 指定管理者は、三徳園に関する工事等のためその他公益上やむを得ない必要が生じ
たときは、第五条第一項の許可を受けた者に対して、同項の許可を取り消し、又はそ
の条件を変更することができる。 

（平一七条例六三・追加、平二二条例五七・一部改正） 
（利用料金） 

第八条 第五条第一項の許可を受けた行為に係る料金（以下この条において「利用料金」
という。）は、指定管理者にその収入として収受させる。 

２ 利用料金は、別表の一及び二に掲げる基準額に〇・五を乗じて得た額から当該基準
額に一・五を乗じて得た額までの範囲内の額で指定管理者が知事の承認を受けて定め
る額並びに同表の三に掲げる金額とする。 

３ 利用料金は、前納とする。ただし、指定管理者が別に納期を定めたときは、この限
りでない。 

４ 指定管理者は、特に必要があると認めるときは、あらかじめ知事の承認を受け、利
用料金を減免することができる。 

５ 既納の利用料金は、返還しない。ただし、利用料金を納付した者の責めに帰するこ
とができない理由により三徳園を利用することができなくなつたときその他指定管理
者が相当の理由があると認めるときは、この限りでない。 

（平一七条例六三・追加、平三〇条例一九・一部改正） 
（原状回復義務） 

第九条 第五条第一項の許可を受けた者は、当該許可を受けた行為を終了したときは、
速やかに施設等を原状に回復しなければならない。第七条の規定により許可を取り消
され、又は行為の中止若しくは三徳園からの退去を命じられたときも、同様とする。 

（平一七条例六三・追加） 
（指定管理者の公募） 

第十条 知事は、指定管理者の指定をしようとするときは、規則で定めるところにより、
当該指定を受けようとするものを公募するものとする。ただし、特別の理由がある場
合は、この限りでない。 

（平一七条例六三・追加） 
（指定管理者の指定の申請） 

第十一条 指定管理者の指定を受けようとするものは、三徳園の管理に係る事業計画書
その他規則で定める書類を添えて、知事に申請しなければならない。 

（平一七条例六三・追加） 
（指定管理者の指定） 

第十二条 知事は、次の各号のいずれにも該当するもののうちから最も適当と認めるも
のを指定管理者として指定するものとする。 
一 事業計画の内容が住民の平等な利用を確保することができるものであること。 
二 事業計画の内容が三徳園の機能を最大限に発揮させるとともに、その管理に係る
経費の縮減が図られるものであること。 

三 事業計画に沿つた管理を安定して行うことができるものであること。 
四 その他三徳園の管理を効果的に行うため知事が必要と認める基準に適合するもの
であること。 

２ 知事は、前項の規定による指定をしたときは、その旨を告示するものとする。 
（平一七条例六三・追加） 

（事業報告書の提出） 
第十三条 指定管理者は、規則で定めるところにより、事業報告書を作成し、知事に提
出しなければならない。 

（平一七条例六三・追加） 
（業務報告等） 

第十四条 知事は、三徳園の管理の適正を期するため、指定管理者に対して、当該管理



 

 

の業務又は経理の状況に関し報告を求め、実地について調査し、又は必要な指示をす
ることができる。 

（平一七条例六三・追加） 
（指定の取消し等） 

第十五条 知事は、指定管理者が前条の指示に従わないときその他当該指定管理者によ
る管理を継続することが適当でないと認めるときは、その指定を取り消し、又は期間
を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。 

２ 知事は、前項の規定による指定の取消しをしたときは、その旨を告示するものとす
る。 

（平一七条例六三・追加） 
（その他） 

第十六条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、知事が別に定める。 
（平一七条例六三・旧第五条繰下） 

附 則 
この条例は、昭和四十三年四月一日から施行する。 

附 則（昭和四四年条例第二八号） 
この条例は、昭和四十四年四月一日から施行する。 

附 則（昭和四六年条例第二九号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、昭和四十六年五月一日から施行する。ただし、第二条の規定は、同年
六月一日から施行する。 

附 則（昭和四七年条例第二一号） 
この条例は、昭和四十七年四月一日から施行する。 

附 則（昭和五〇年条例第四二号） 
この条例は、昭和五十年八月一日から施行する。 

附 則（昭和五六年条例第六号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、昭和五十六年四月一日から施行する。 
附 則（昭和五八年条例第一七号） 

この条例は、昭和五十八年八月一日から施行する。 
附 則（昭和六二年条例第一九号）抄 

（施行期日） 
１ この条例は、昭和六十二年八月一日から施行する。 

附 則（平成元年条例第七号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、平成元年四月一日から施行する。 
附 則（平成三年条例第一九号）抄 

（施行期日） 
１ この条例は、平成三年八月一日から施行する。 

附 則（平成九年条例第二二号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、平成九年四月一日から施行する。 
附 則（平成一七年条例第六三号）抄 

（施行期日） 
１ この条例は、平成十八年四月一日から施行する。ただし、次に掲げる改正規定は、
公布の日から施行する。 
二 第二条中岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例第四条の次に十一条を加え
る改正規定（第五条から第九条まで及び第十三条に係る部分を除く。） 

（経過措置） 
２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前において、次に掲げる規定によ
り知事（知事及びその委任を受けた者をいう。）若しくは知事の権限に属する事務の
処理の特例に関する条例（平成十一年岡山県条例第五十一号）に基づき事務を処理す



 

 

ることとされた市町村の長（以下「知事等」という。）が行った許可又は知事等に対
して行われた当該規定の許可に係る申請のうち施行日においていまだ完結していない
ものについては、当該許可を知事等が行った時又は当該申請が知事等に対して行われ
た時において、それぞれ指定管理者が当該許可を行い、又は指定管理者に対し当該申
請が行われたものとみなす。 
二 第二条の規定による改正前の岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例第二条 

附 則（平成二一年条例第六〇号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、平成二十一年十二月一日から施行する。ただし、次項から附則第四項
まで及び附則第六項から第十六項までの規定は、平成二十二年四月一日から施行する。 

附 則（平成二二年条例第五七号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、平成二十三年四月一日から施行する。 
附 則（平成二六年条例第三一号） 

この条例は、平成二十六年四月一日から施行する。 
附 則（平成二八年条例第二五号） 

この条例は、平成二十八年四月一日から施行する。 
附 則（平成三〇年条例第一九号） 

この条例は、平成三十年四月一日から施行する。 
附 則（平成三一年条例第二七号）抄 

（施行期日） 
１ この条例は、平成三十一年十月一日から施行する。 

附 則（令和三年条例第一三号） 
この条例は、令和三年四月一日から施行する。 

附 則（令和六年条例第四一号） 
この条例は、令和六年四月一日から施行する。 

附 則（令和七年条例第六一号） 
この条例は、令和七年四月一日から施行する。 

別表（第五条、第八条関係） 
（平三〇条例一九・全改、平三一条例二七・令三条例一三・令六条例四一・令七
条例六一・一部改正） 

一 施設 
区分 単位 基準額 

研修交流館会議室 一時間につき 一、六九〇円
矢野講堂 一時間につき 七〇〇円
矢野館 一時間につき 四九〇円
備考 
一 利用時間が一時間未満であるとき又は利用時間に一時間未満の端数があるとき
は、その利用時間又はその端数時間を一時間として計算する。 

二 営利又は宣伝を目的とする催物に利用する場合にあつては、この表に掲げる基
準額に二を乗じて得た額を基準額とする。 

二 設備 
区分 単位 基準額 

冷暖房設備 研修交流館会議室 一時間につき 五三〇円
矢野講堂 一時間につき 六〇〇円

音響設備 研修交流館会議室 一式一時間につき 六六〇円
備考 別表の一の備考の規定は、この表について準用する。 
三 その他 

区分 単位 金額 
第五条第一項第二号又は第三号に
掲げる行為 

指定管理者が知事の承認
を受けて定める単位 

指定管理者が知事の承認
を受けて定める額  



 

岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例施行規則 
平成十八年三月二十八日 
岡山県規則第五十六号 

改正 平成三〇年六月一日規則第二九号 
岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例施行規則を次のように定める。 

岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例施行規則 
（趣旨） 

第一条 この規則は、岡山県立青少年農林文化センター三徳園条例（昭和四十三年岡山
県条例第十二号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとす
る。 
（開園時間） 

第二条 岡山県立青少年農林文化センター三徳園（以下「三徳園」という。）の開園時
間は、午前九時から午後五時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者（条例第三条に規定する指定管理者をいう。
以下同じ。）は、必要があると認めるときは、知事の承認を受けて開園時間を変更す
ることができる。この場合においては、あらかじめその旨を三徳園の掲示板に公示す
るものとする。 

（平三〇規則二九・一部改正） 
（休園日） 

第三条 三徳園の休園日は、十二月二十九日から翌年の一月三日までの日とする。 
２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、必要があると認めるときは、知事の承認
を受けて、休園日に開園し、又は臨時に休園日を定めることができる。この場合にお
いては、あらかじめその旨を三徳園の掲示板に公示するものとする。 
（利用等の許可申請等） 

第四条 条例第五条第一項の規定により同項各号に定める行為の許可を受けようとする
者は、あらかじめ利用等許可申請書（様式第一号）を指定管理者に提出しなければな
らない。 

２ 条例第五条第一項の規定により許可を受けた事項の変更の許可を受けようとする者
は、利用等変更許可申請書（様式第二号）を指定管理者に提出しなければならない。 
（利用者等の遵守事項） 

第五条 条例第五条第一項の許可を受けた者（以下この条から第七条までにおいて「利
用者」という。）は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。利用者の行う行事
等のために入園する者も、同様とする。 
一 三徳園の施設及び設備（次号及び次条において「施設等」という。）を改造し、
又は新たに施設若しくは設備を設けないこと。ただし、あらかじめ指定管理者の承
認を受けた場合は、この限りでない。 

二 利用の許可を受けた目的以外に施設等を利用し、又は許可を受けた行為以外の行
為をしないこと。 

三 利用の許可を受けた施設以外の施設（その利用につき、許可を必要とするものに
限る。）に立ち入らないこと。 

四 利用の許可を受けた設備以外の設備（その利用につき、許可を必要とするものに
限る。）を利用しないこと。 

五 火災、盗難等の発生の防止に努めること。 
六 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が指示した事項 

（平三〇規則二九・一部改正） 
（損壊の届出等） 

第六条 利用者は、三徳園の施設等を損壊し、又は滅失したときは、直ちに指定管理者
に届け出るとともに、その指示に従わなければならない。 

（平三〇規則二九・一部改正） 
（終了の届出） 

第七条 利用者は、許可を受けた行為を終了したときは、速やかに指定管理者に届け出
なければならない。 



 

（その他） 
第八条 この規則に定めるもののほか、三徳園の管理に関し必要な事項は、知事が別に
定める。 

附 則 
この規則は、平成十八年四月一日から施行する。 

附 則（平成三〇年規則第二九号） 
この規則は、公布の日から施行する。 



 

 

 



 

 




